
 

 

 

 

 

平成２３年５月１２日 

海 上 保 安 庁 
 

海上保安レポート２０１１の発刊について 

○ 海上保安レポート２０１１の趣旨 

海上保安レポートは、海上保安業務に関する最新の情勢と今後の展望を国民の皆

様に知っていただくために、毎年５月１２日の海上保安の日に発刊しています。 

編集：海上保安庁  発行：日経印刷株式会社   定価：９４５円（税込） 

○海上保安レポート２０１１の特色 

新たな海洋立国に向けての海上保安庁の取組みを特集 

我が国を含め世界各国が海洋政策を積極的に展開する中、昨年度は、尖閣諸島を

巡る各種事案や我が国排他的経済水域での中国海洋調査船による当庁測量船に対

する調査中止要求等、我が国周辺海域の情勢は緊迫した状況にありました。 

このような昨今の情勢もあり、今回のレポートでは、「新たな海洋立国の実現」

に向けて、領海警備や海洋調査など海上保安庁が我が国の海洋権益の保全に貢献す

る姿を「特集」を組んで皆様に詳しく紹介しています。 
   

○構成 

 はじめに 

 ＴＯＰＩＣＳ 海上保安の一年 

 特集 

 海上保安庁の任務・体制 

 本編 

 目指せ！海上保安官 

 語句説明・索引、図表索引 

 資料編 

連絡先：海上保安庁総務部政務課長補佐 

    福本 拓也 

TEL  ：03-3591-6361(内線 2103) 

直通 ：03-3580-2083 

FAX  ：03-3581-4708(内線 FAX 2169) 



海上保安レポート 2011 の発刊について 

 

発 刊 日 

海上保安の日の５月１２日（木）に発刊 

平成１３年にそれまでの「海上保安白書」を「海上

保安レポート」に変更して以来、毎年発行しており、

今年で１１年目になります。 

 
発 刊 目 的 

より自由な発想で写真や図表を多く使用し、国民の

皆様に分かりやすく海上保安庁の業務を紹介すること

を目的として発刊しています。 

 
特 色 

新たな海洋立国に向けての海上保安庁の取組みを特集 

我が国を含め世界各国が海洋政策を積極的に展

開する中、昨年度は、尖閣諸島を巡る各種事案や

我が国排他的経済水域での中国海洋調査船による

当庁測量船に対する調査中止要求等、我が国周辺

海域の情勢は緊迫した状況にありました。 

このような昨今の情勢もあり、今回のレポート

では、「新たな海洋立国の実現」に向けて、領海

警備や海洋調査など海上保安庁が我が国の海洋権

益の保全に貢献する姿を「特集」を組んで皆様に

詳しく紹介しています。 

 

  

このほか、海上保安庁の幅広い業務内容の紹介に加え、コラムとして各管区海上保安

本部等の地域に根ざした業務等も紹介しています。 
 

入手方法等 

  ５月１２日（木）より、１冊９４５円（税込）にて販売開始。 

  ＜主な販売窓口＞ 

     全国主要書店、政府刊行物サービスセンター 等 



海上保安レポート２０１１（要旨） 
  

○特集 新たな海洋立国に向かって（P12～P36） 

   

１．「海洋権益の保全」とは 
 科学技術の進歩に伴い、広大な「海」にある豊富な

資源の利用開発が世界的に注目されるようになり、世

界各国は海洋政策を積極的に展開しています。我が国

では、平成１９年に「海洋基本法」を制定し、領海、

排他的経済水域、大陸棚の範囲の画定、領域の保全、

海洋の開発利用の促進等、海洋権益の保全に取り組ん

でおりますが、海上保安庁では、領海警備や海洋調査

を実施するなど、重要な役割を担っています。 

 
２．日本の「海」を守る 
 昨今、我が国周辺海域では、周辺国の海洋進出の動

きの活発化や我が国領海内において中国漁船が当庁の

巡視船に衝突してくる事案が発生するなど、緊張が高

まっています。海上保安庁では、我が国の領海や排他

的経済水域を航行する船舶に対して、国際法等の様々

な制約を受けながら、厳しい気象条件の下で、日夜を

問わず監視警戒を行い、日本の海を守っています。 

 

３．広がる日本の「海」 
 国連海洋法条約では、一定の条件を満たす場合、２００海

里を超えて大陸棚の限界を設定することが可能とされてお

り、海上保安庁において２５年間かけて蓄積した調査結果が、

この大陸棚延長申請に大きく貢献しました。 

 また、日本海や東シナ海といった海底地形等の基礎的デー

タの不足している海域については、データを充実させるため

に、海洋調査の推進に取り組んでいます。 

さらに、海洋調査等で得た海洋に関する情報を適切に管理

するとともに、幅広い提供に向けて取り組んでいます。 

 

４．新たな海洋立国に向けた海上保安体制の充実強化 
 海上保安庁では、緊迫化する国際情勢等を踏まえ、特

に外洋や遠方海域での対応能力の向上を図るため、巡視

船艇・航空機の整備や、巡視船の事案対処能力の強化を

進めるなど、海上保安体制を強化していくこととしてい

ます。 

 



 

○海上保安庁の任務・体制 （P37～P44） 
 任務と体制について、その概要を紹介。 

 

○本編（P45～P106） 

 １．治安の確保（P45～P56） 
  密漁、密輸・密航、海賊、テロ、不審船等といった海   

上犯罪の現況と対策について紹介。 

 ２．領海等を守る（P57～P60） 
  領海警備や排他的経済水域における権益の保全につ 

いて紹介。 

 ３．生命を救う（P61～P66） 
  海難救助や沿岸海域活動の安全推進のための取組み

について紹介。 

 ４．青い海を護る（P67～P72） 
  海洋環境保全対策や海上環境事犯への対応について

紹介。 

 ５．災害に備える（P73～P80） 
  事故災害対策や自然災害対策について紹介。 

 ６．海を識る（P81～P88） 
  海洋調査や海洋情報の提供について紹介。 

 ７．交通の安全を守る（P89～P98） 
  海難の現況と対策、航路標識の省エネ・エコロジー化

等について紹介。 

 ８．海を繋ぐ（P99～P106） 
  関係国や国際機関等との連携・協力、関係海上保安機

関に対する能力向上支援等について紹介。 

 

○目指せ！海上保安官（P107～P122） 
  海上保安官を目指す皆さんへ、海上保安官の様々な活

動や教育機関、採用情報等を紹介。 

 

○語句説明・索引／図表索引（P123～P130） 

 

○資料編（P131～P141） 
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